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▽
海
上
安
全
週
閻
（
十
七
日
～

　
一
一
十
一
二
出
）

▽
道
路
を
守
る
月
閲
（
七
月
中
）

▽
社
尖
を
朋
る
く
す
る
運
動

　
（
七
月
中
）

▽
夏
の
健
康
を
守
る
運
動
（
六

　
月
二
十
一
日
～
七
月
二
十
日
）

▽
国
土
建
設
週
間
（
†
六
日
ま

　
で
）

▽
海
σ
記
念
臥
（
二
十
日
）

▽
資
然
公
園
の
日
ハ
一
午
一
日
）
脚

ー
第
二
回
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例
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議
会
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一
；

合
併
特
別
委
員
会
を
設
置

水
沢
か
ら
合
併
申
入
れ

今
年
第
二
回
十
日
町
所
議
会
定
例
会
は
去
る
六
日
、
剛
会
一
艘
質

聞
を
は
じ
め
一
三
議
案
が
審
議
さ
れ
、
八
日
閉
会
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
で
は
甫
政
全
般
に
わ
た
り
今
後
の
見
通
し
、
方
針
に
つ

い
て
質
問
見
解
が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
、
尚
、
今
議
会
に
お

い
て
、
た
ま
ー
＼
水
沢
村
村
議
会
か
ら
十
日
町
へ
の
合
併
申
し

入
れ
が
あ
．
、
た
た
め
、
十
H
期
所
議
会
で
．
は
六
臼
協
議
会
を
開
き

検
討
し
た
結
聚
含
併
特
別
委
員
会
を
設
け
て
研
究
す
る
ご
と
に
な

り
ま
し
た
。

＿1　一一

一
般
質
問
で
は
ガ
ス
項
業
そ
の

他
の
経
過
、
、
見
通
し
、
体
育
舘
関
係
、

五
ヵ
年
計
画
と
今
後
の
市
政
、
信
濃

川
改
修
、
、
医
療
費
な
ど
雨
政
全
般
に

　
　
十
日

　
　
町
小

議
案
に
つ
い
て
は
寄
附
採
納
と

し
て
目
広
損
害
保
険
謡
会
か
ら
の
消

防
ボ
ン
プ
自
動
車
を
始
め
、
関
芳
総

物
か
ら
十
日
町
小
学
校
婬
護
資
金
三

〇
〇
万
円
、
消
防
庁
舎
催
設
資
金
一

〇
〇
万
円
な
ど
一
〇
件
に
の
ぽ
り
ま

し
た
。
双
追
加
．
更
正
予
算
が
審
議
さ

れ
一
一
、
六
八
一
、
＋
余
円
追
加
脅
議

決
し
ま
し
た
。
両
、
任
期
満
r
に
伴
う

公
平
．
姿
員
と
監
査
．
委
員
の
撰
．
任
が
行

わ
れ
公
平
委
員
に
田
爪
豪
平
氏
（
五
四
）

　　緊
　馨難

0

っ
い
て
活
発
な
質
閻
が
行
わ
れ
、
市

政
に
対
す
る
熱
意
の
ほ
ど
が
う
か
が

わ
れ
ま
し
た
．
、

寄
附
金
三
百
万
円

　　　　　　’懲

轡

牛
し
て
以
来
の
懸
案
蓉
＼
県
当
局
の

数
回
の
韓
旋
に
も
か
か
わ
ら
す
、
令

ま
誓
、
解
決
を
み
て
お
り
ま
せ
ん
。
、
折

柄
県
当
局
で
は
本
年
六
月
末
日
を
も

っ
て
新
南
町
村
建
設
促
進
法
の
う
ち

合
併
項
目
が
削
除
さ
れ
ま
す
の
で
、

合
併
に
つ
い
で
勧
告
を
繰
り
返
し
て

き
ま
し
た
。
そ
こ
で
．
水
沢
村
で
は
自

立
（
現
在
の
水
沢
村
の
ま
ま
）
は
認

め
ら
れ
な
い
と
い
う
前
提
の
も
と
に

村
民
の
匿
論
調
査
を
行
っ
た
結
果
、

H
十
日
町
腫
、
監
査
委
員
に
福
崎
正

車
氏
（
五
六
）
殖
田
麦
菖
を
選
任
し
ま
し

た
。

十
八
日
に
委
員
会

　
合
併
間
題
に
つ
い
て
市
議
会
で
ぱ

六
目
水
沢
村
議
会
か
ら
の
合
併
申
し

入
害
の
販
扱
い
に
つ
い
て
協
議
し
た

結
果
、
特
別
委
員
会
を
設
け
研
究
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
中
里
村
と

氷
沢
村
の
合
併
（
中
部
合
併
）
は
昭

和
二
十
九
年
町
村
合
併
促
進
法
が
誕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
；
＝
＝
＝
・
。

弓
八
十
％
が
十
日
町
甫
A
氾
丁
を
希
望

し
、
て
お
る
の
で
、
村
談
会
惚
議
会
を

開
き
協
議
会
の
申
し
入
れ
と
し
て
村

繕
及
び
村
議
命
一
．
．
爪
長
が
代
表
し
て
、

市
長
並
び
に
所
議
長
に
合
柵
購
鬼

書
を
手
変
し
ま
し
た
。
市
議
会
に
お

い
て
も
、
こ
の
A
［
併
串
し
入
書
に
つ

い
て
六
日
協
議
会
を
開
き
検
討
し
た

結
果
、
市
議
会
で
は
あ
ら
ゆ
る
角
度

か
ら
研
究
し
、
将
来
の
甫
政
発
展
の

た
め
誤
ら
な
い
結
論
を
出
す
た
め
に

A
〔
併
特
別
委
員
会
を
設
け
る
こ
と
に

決
定
し
ま
し
た
。
特
別
委
員
に
は
保

坂
真
平
、
訴
藤
雄
四
郎
、
樋
口
惣
一

郎
、
片
賢
吉
、
小
海
隆
．
三
郎
、
滝
沢

忠
太
部
、
斉
木
正
義
以
上
七
名
を
選

任
し
、
委
員
長
に
保
坂
真
平
氏
を
選

出
し
ま
し
た
。
尚
、
第
一
同
委
員
会

を
七
月
＋
八
日
に
開
き
研
究
に
入
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

業

霧

ご
協
力
あ
り
が
と
う

　
　
　
　
　
　
　
　
敗
納

　
昭
和
三
十
五
年
度
の
市
税
収
納
状

況
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ

り
ま
す
身
．
現
年
度
分
の
へ
口
計
．
惣
は
一

億
四
千
八
百
四
万
七
千
九
百
五
十
九

円
の
課
税
額
に
対
し
て
一
億
四
千
四

百
五
十
九
万
三
千
百
九
十
八
円
が
納

ま
り
咋
年
度
分
の
収
納
率
九
十
六
％

ニ
ニ
ニ
ニ
ニ
ご
ニ
ニ
ニ
ニ
ニ
ご
ご
ニ
ニ
こ
コ
リ
　
じ
ニ
ニ
こ
り
こ
コ
ご
ニ
ニ
こ
ロ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
一
一
＋
八
日
㌔

夜
半
か
ら
降
，

り
続
い
た
雨

は
＋
円
町
地

区
に
お
い
て

餓
高
一
〇
〇

、
、
ザ
に
達
し
、

市
内
で
か
な

り
の
被
害
が

出
た
た
め
一
一

＋
九
日
災
害

対
策
本
部
を

設
置
し
防
災

に
努
め
ま
し

た
。

　
今
同
の
豪
雨
で
危
険
な
状
態
に
さ

ら
さ
れ
た
堤
防
は
下
条
蟹
沢
、
中
条

鶴
島
、
川
治
城
之
西
、
吉
田
浅
ヵ
原

高
島
な
ど
で
直
ち
に
被
害
調
査
団
を

派
遣
し
、
被
害
状
況
の
把
渥
に
当
り

ま
し
た
が
主
た
被
警
は
高
島
堤
．
防
の

二
十
麿
欠
壊
を
は
じ
め
、
下
条
蟹
沢

の
一
部
破
損
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し

た
。
一
方
耕
地
で
．
は
水
を
か
ぶ
っ
た

水
田
二
十
血
ハ
●
五
鯵
（
一
一
十
六
曲
［
五

反
）
、
埋
没
し
た
水
田
一
診
（
一
町

歩
）
、
流
出
し
た
畑
三
〇
ア
ー
ル
（
三

反
）
、
被
害
額
は
八
九
〇
万
円
に
の

ぼ
り
ま
し
た
。
な
お
、
去
る
十
一
日

建
設
省
桑
原
技
官
と
田
中
代
欝
士
の

掃
尾
秘
書
等
が
信
濃
川
災
害
箇
所
を

纂
婁
し
た
．

隔
写
翼
は
筒
島
欺
内
の
災
害
｝
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率
九
八
％

を
二
％
上
ま
わ
る
九
八
％
と
い
う
成

絨
で
し
た
。
市
民
税
で
は
法
八
分
を

除
い
て
二
千
四
百
七
十
四
万
八
千
九

百
五
十
円
の
課
税
．
額
に
対
し
、
納
ま

っ
た
の
は
一
一
．
十
四
百
十
六
万
一
一
千
；

百
円
で
昨
年
度
の
収
納
率
を
上
ま
わ

る
九
八
・
八
％
と
い
う
成
績
で
し

た
。
固
定
費
産
税
は
七
千
八
、
百
五
十

三
万
六
百
二
十
円
の
課
税
に
対
し
納

ま
づ
た
の
は
ヒ
千
六
百
十
六
万
四
千

八
百
二
十
円
で
昨
年
度
の
収
納
率

九
六
％
を
上
羨
わ
る
九
七
％
と
い
う

成
績
で
．
し
た
。
叉
前
年
度
か
ら
繰
越

し
た
滞
納
税
．
額
は
一
千
四
百
一
万
五

．
＋
五
．
百
二
士
一
．
円
で
、
こ
れ
に
対
し

納
ま
っ
た
額
は
四
百
八
十
万
六
千
八

現
地
で
研
修

　
　
　
　
ラ
ジ
オ
農
業
学
校

　
市
教
季
社
会
教
育
課
と
十
H
町
地

区
農
業
改
良
普
及
所
の
ラ
ジ
オ
農
業

学
校
は
去
る
二
十
三
日
現
地
巡
回
研

修
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
は
そ
の
集

合
研
修
で
し
た
。
二
の
目
参
加
し
た

西
八
十
四
円
で
昨
年
度
の
収
納
率
三

二
％
を
上
ま
わ
る
三
五
％
と
い
う
収

納
成
績
で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
三
十
五
母
度
の
声
税

収
納
も
良
好
の
成
績
を
お
さ
め
ま
し

た
こ
と
は
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
の
賜
も
の
で
あ
り
、
当
局

と
し
て
深
く
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま

す
。
三
十
六
年
度
の
納
税
に
つ
い
て

も
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま

ず
．

　
尚
、
各
税
目
別
の
市
税
収
納
成
績

は
別
表
の
と
お
り
で
、
す
。

真
田
線
が

完
成

【写真は津南の開拓農場での勉強】

名
ケ
山
ま
で
車
が
入
る

　
県
案
の
十
臼
町
市
真
田
二
号
及
び

三
号
線
の
改
侵
工
慕
が
今
回
完
成
し

七
月
二
十
四
日
、
中
宰
区
長
名
で
窟

び
の
完
工
式
を
あ
げ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
同
路
線
は
高
島
の
入
口
か

ら
鱗
を
経
で
名
ヵ
山
ま
で
の
延
長
七

〇
〇
〇
麿
、
巾
四
、
五
麿
の
市
道
で

去
る
昭
和
二
十
九
珪
八
月
着
車
以
来

実
に
八
年
間
の
伍
月
を
要
し
、
毎
年

継
続
事
業
と
し
て
行
わ
れ
て
き
た
も

の
で
、
こ
れ
に
よ
り
鉢
か
ら
名
ヵ
山

ま
で
の
道
路
も
、
車
も
容
易
に
入
れ

る
立
派
な
道
と
な
り
、
当
部
落
の
多

年
の
念
願
が
実
を
結
び
住
民
の
喜
び

は
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
新
し
い
切
手

　
郵
政
省
で
は
七
月
十
五
目
か
ら
花

御
ヤ
嘆
ユ
腿
騰
の
褻
慢
切
孚
壷
発
行

窪
じ
、
透
覆
避
窺
雫
さ

憾
覚

研
修
牛
け
十
七
、
八
才
の
若
い
農
民

ば
か
り
約
四
十
名
で
市
内
吉
田
の
開

田
琳
業
や
津
南
町
四
深
見
の
県
開
拓

実
験
農
場
な
ど
を
回
り
、
普
及
所
の

先
生
を
中
心
に
い
ろ
く
勉
強
し
ま

し
た
が
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
中
で
は
明

る
い
若
者
の
歌
を
う
た
っ
て
楽
し
い

一
日
か
．
過
し
ま
し
た
。
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期
日
一
会
　
　
場
　
講
座
題
名
【
－
講
1

州
月
睡
欝
灘
難
灘

昭
和
三
十
六
年
度

　
　
　
畜
産
夏
季
大
学
受
講
者
募
集

主
催
　
社
団
法
八
新
潟
県
畜
産
会
、
県
農
協
中
央
会
、
県
経
済
運

後
援
　
新
潟
県
中
央
畜
産
会
、
新
潟
日
報
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ず
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目

列
，
創
噸
劇
婁
藤
叩
養
粛
愚
談
灘

駕
奮

剛
思
襯
．
．
囎
犀
糊
憶
晶
嚢
轡
豊
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
　
　
　
〃

〃
八
日
…
獺
囎
馴

謝
翻
舗
列
ヨ

〃

◇
受
講
申
込
　
七
月
二
十
日
ま
で
申
込
書
に
記
入
し
、
受
講
料
を
添

　
　
　
　
　
　
　
え
、
農
協
を
経
田
し
て
、
新
潟
市
東
中
通
一
の
八
六

　
　
　
　
　
　
　
新
潟
県
畜
産
会
に
申
込
の
ご
と
。

灘難騎．

罫
．
．

§
い
ミ
旨
ミ
u
ミ
い
ミ
㌧
ミ
員
ミ
u
ミ
u
ミ
』
ミ
㌦
ミ
h
ミ
u
ミ
＼
ミ
h
ミ
、
§
回
ミ
h
ミ
h
ミ
員
ミ
買
ミ
§
N
§
u
§
回
§
N
§
§
、
§
嚢
§
§
§
回
§

‘

新しい民生委員これまで欠員中でした

当該地区の民生委員がつぎのとおり選任され

ましたのでお知らせ致します

　◎佐伯　勤　担当区城一本町2丁目、宮之

　　　　　　下東、西区、諏訪町

　◎根津モト　担当区域一田中本通り、田

　　　　　　中西、巾若宮町

国民年金保険料4・5・6月分国民年金保

の納入について険料の納期は今月末と

なつておりますので忘れずに納付して下さい

特に個人で納付することにしてある町内部落

の方は御注意下さい。納付は市役所国民年金

係窓口でいつでく、取り扱つております。

国民健康保険にL応募内容国民健康
関する標語募集保険制度を表現したも

　　ので解りやすく明るい内容のものを希望

　　する◎

　2．応募資格　十日町市及び中魚沼郡内居住

　　者に限る。

　3．応募方法　官製はがき、1人1枚、3点以内

　　とする。住所、氏名、年令’職業を明記

　　のこと。応募1乍品は返送しません。

　4，宛先及び締切　十日町市財務事務所、国

　　保中魚沼支部　昭和36年7月31日迄

　5．その他　入選作品は20点とし、記念品を

　　贈る。発表は新潟日報、十日町新聞’越

　　路新聞に掲載

大火お見舞のお礼去る5月2g日の当市

の大火にあたりましては、さつそくお見舞を

いただき、感謝に堪えません。皆さんがお寄

せくださつた金品は、皆さ人の暖かいお心と

ともに、被災者に配分いたしました。おかげ

さまで復興計画も成り、被災者一同とともに

　「禍いを転じて福となす」の意気をもつて建

設にいそしんでおります。

　どうぞ、これからもよろしくご援助とご指

導をくださるようお願い申し上げて、お礼と

いたします。　　　　一八戸市長一

流質物の公売＋目町市公益質屋の流質

物の公売を次のとおり致します

　10期　　日　8月8日午前9時一午後4時

　2．場　所繊労会議室
　3．公売物件　衣類bO点　その他50点
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第57号＿2＿
・
、
西
つ
、
い

－
ろ
翫専

蓼
防
に

難
灘

．
礁
嶋
　
難

臥
　
　
　
．
瓢
、
．
，
ヨ
　
偲
賭
の
腸

ま
す
手
洗
い
か
ら

伝
染
病
な
防

，
遷
隔

カ
ー
委
力
　
ぞ
感

染
す
る
わ
け
や
．
す
。
年
を
洗
う
時
期

は
用
側
の
あ
と
、
調
理
の
前
、
食
、
離

の
前
、
洗
た
く
の
あ
と
、
雑
布
か
け

の
後
、
．
外
出
か
ら
帰
っ
た
時
等
、

こ
の
位
は
必
ず
手
を
洗
い
ま
し
よ

う
。
た
だ
手
浄
一
洗
う
と
い
っ
て
も
普

通
の
水
で
洗
わ
な
い
で
、
う
す
め
た

ク
レ
ゾ
ー
ル
水
三
％
で
消
毒
ず
る
か

逆
嘗
石
け
ん
を
約
五
倍
に
し
て
ま
す

手
を
水
で
、
ぬ
ら
し
、
こ
の
石
け
ん
を

数
滴
た
ら
し
手
を
も
ん
で
こ
す
り
合

わ
せ
そ
の
後
を
水
で
洗
う
と
い
う
方

b“

b
、
り

す
。
蚊
　
ハ
エ
、
更
に
ゴ
キ
ブ
リ
等

の
被
害
に
つ
い
て
は
す
で
に
各
穐
ニ

ュ
ー
ス
を
通
じ
†
辞
御
承
知
の
と
お

り
で
す
．
恐
し
い
伝
染
病
を
持
ち
運

び
、
私
た
ち
人
間
の
気
付
か
ぬ
う
ち

に
病
菌
を
植
え
つ
け
る
輿
に
や
っ
か

い
な
害
虫
で
す
。
こ
の
発
生
の
根
本

対
策
は
魔
設
の
改
善
が
第
一
に
挙
げ

ら
れ
ま
す
が
簡
単
に
解
決
出
来
な
い

で
す
。

　
夏
の
衛
隼
害
虫
退
治
は
健
康
を
守

る
も
っ
と
も
大
切
な
こ
と
で
あ
り
ま

郡
市
社
会
福
祉
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
月
一
一
一

　
第
十
鳳
中
角
絡
尋
、
十
日
町
南
社

会
福
祖
大
会
は
八
月
三
・
8
に
際
催
致

し
ま
す
。
場
所
は
十
日
町
中
単
校
．
で

行
わ
れ
．
当
日
は
第
一
部
生
活
保
護

に
閾
す
る
問
題
．
第
二
鄙
場
体
障
害

者
（
児
）
精
薄
者
福
祉
に
関
す
る
問

題
、
第
三
都
児
箪
、
鐙
子
福
祉
に
関

す
る
問
題
、
第
四
部
即
域
社
会
福
祉

鐵

　
　
　
　
　
　
　
　
日

に
関
す
る
闘
題
等
に
つ
い
て
討
議
を

行
い
、
そ
の
方
法
は
パ
ス
セ
ッ
シ
ョ

ン
方
法
と
し
ま
す
。

　
尚
当
日
は
例
年
ど
お
り
期
業
発
展

の
た
め
に
買
献
さ
れ
た
個
八
、
ま
た

は
団
体
、
あ
る
い
は
自
豆
更
生
の
努

力
の
あ
っ
た
方
六
な
ど
を
広
く
駁
彰

い
た
し
ま
す
．

・
鍵

　
鐘
　
嚇

　　　騰罐

　　　　憲　　鍵
擬

▲
－
卜

，
－
■

　
　
　
も

織
，

難
覆

攣
い
時
期
に
完
備
致
し
ま
し
よ
う
。

　
第
二
に
は
濡
掃
で
ご
み
の
投
捨
、

積
重
ね
等
最
も
悪
い
こ
ζ
で
す
。
ご

み
は
ナ
イ
ロ
ン
袋
に
入
れ
て
害
虫
の

寄
り
付
け
な
い
方
法
を
販
っ
て
下
さ

い
。
川
や
側
溝
に
捨
る
こ
と
は
絶
対

に
や
め
ま
し
ょ
う
。
家
の
回
り
の
水

溜
り
は
．
取
り
除
き
、
も
れ
水
が
出
来

な
い
時
に
は
薬
剤
を
撒
布
し
て
ボ
ー

フ
ラ
の
退
治
を
必
ず
忘
れ
な
い
よ
う

に
致
し
ま
し
よ
う
．

　
第
三
に
は
薬
剤
の
使
用
に
依
っ
て

退
治
す
る
こ
と
で
す
。
カ
、
ハ
エ
、

ゴ
キ
ブ
リ
そ
れ
ぞ
れ
薬
剤
の
斡
旋
を

や
っ
て
お
り
ま
す
の
で
御
利
用
下
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
　
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
霧
眉

特
定
毒
物
に
指
定

　
今
ま
6
毒
物
と
し
て
、
取
り
扱
か
わ

れ
て
き
た
農
薬
「
テ
ッ
ブ
」
が
こ
ん

ど
特
定
毒
物
と
し
て
指
定
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
ア
ブ
ラ
ム
シ
や
ダ
ニ
．
類

の
．
駆
除
に
効
集
の
あ
る
農
薬
で
す
が

毒
性
が
強
く
た
び
た
び
毒
散
の
も
と

と
と
な
っ
て
い
ま
し
た
．

　
た
ま
た
ま
例
の
三
重
県
の
ブ
ド
i

酒
凄
件
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
そ
の

取
り
扱
い
が
問
題
に
さ
れ
て
い
た
矢

先
で
、
去
る
六
月
十
九
日
付
政
令
で

毒
物
及
び
劇
物
、
取
締
法
施
行
ム
リ
の
一

部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ

　
り
ま
す
と
従
来
個
人
使
用
が
認
め
ら

照
り
つ
け
る
太
陽
の
も
と
、
こ
こ

れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
九
月
十
七
出

か
ら
個
く
の
使
用
が
出
来
な
く
な
リ

ホ
リ
ド
ー
ル
と
同
じ
よ
う
な
取
り
扱

い
に
な
り
ま
す
。
個
八
で
便
用
、
あ

る
い
は
保
有
し
て
い
る
場
合
は
法
に

よ
っ
て
罰
せ
ら
れ
ま
す
か
ら
ご
注
意

下
さ
い
。
従
っ
て
現
在
保
有
し
て
い

る
テ
ッ
プ
は
九
月
十
七
巳
ま
で
に
便

用
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
佼

水難救助はこ

日
赤
新
潟
麦

部
＋
日
町
支
会

・

午
催
の
水
上
安

法
講
習
会
が

去
る
八
日
か
ら

十
日
ま
で
の
三

小
学
校
プ
ー
ル

で
開
か
れ
ま
し

　
　
こ
の
講
習

会
は
水
上
事
故

防
止
の
た
め
、

溺
死
者
の
救
助

法
や
、
正
し
い

【
写
真
は
溺
死
者
を
救
助
す
る
実
地

指
樽
】

鐸．

；
蜘
　
藤
　
懸

ー
峯
●
4
0
7
●
0
■

而
内
城
ヵ
丘
に
エ
ン
ジ
ン
の
音
が
ζ

だ
ま
し
て
い
る
。
こ
れ
は
自
衛
隊
尚

田
施
設
隊
の
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
グ
ラ
ン
ド
建
設

グランドつくりに

自衛隊が活躍
作
業
、
山
の
上

の
＋
日
町
小
学

校
の
グ
ラ
ン
ド

蒋
地
工
事
は
去

る
山
ハ
月
五
日
か

ら
高
田
駐
と
ん

隊
の
施
設
隊
に

よ
り
工
事
が
進

め
ら
れ
て
お
り

隊
長
（
村
上
一
一

佐
）
以
下
一
四

　
名
が
変
替
制
で
＝
ハ
踏
の
ブ
ル
ド
ー

ヘ
ザ
　
ニ
さ
で
　
ビ
ニ
　
ぽ
　
　
　
を

辞
欝
野
糧
環
認

、
9
9
霊
3
8
置
監
．
＝
3
3
・
9
。
監
．
＝
3
3
．
＝
覧
3
p
・
言
＝
；
・
・
；
9
3

隅
箆

繋
　
　
弼
　
【
ー
，

淘
ー
臨

い
き
れ
な
い
テ
ッ
プ
が
あ
る
場
合
は

営
業
者
憂
は
農
協
に
お
返
し
下
さ

い
。
反
新
た
に
テ
ッ
ブ
を
購
入
す
る

場
合
（
九
月
十
七
目
前
）
は
必
要
最

少
鼠
に
と
ど
め
る
と
同
時
に
農
作
物

の
防
除
以
外
に
は
便
用
さ
れ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
特
に
お
、
願
い
し
ま
す
。

　
　
繊
維
工
業
が
七
十
三
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
学
卒
業
者
の
就
職

　
昭
郵
三
十
五
母
度
十
日
町
巾
内
の

今
年
中
学
校
を
箪
業
し
た
牛
徒
の
卒

業
後
の
状
況
を
学
校
駆
本
調
査
か
ら

見
ま
」
と
、
卒
藁
総
数
六
三
九
名
の

う
ち
進
学
者
は
一
二
五
名
．
就
職
者

は
三
八
六
名
、
無
薬
が
三
八
名
〃
、
な

つ
て
お
り
ま
す
。
就
職
し
て
い
る
者

の
産
薬
別
で
は
製
造
榮
が
一
番
多
く

二
七
八
名
を
占
め
、
織
維
工
藁
に
従

事
し
て
い
る
も
の
が
七
八
％
も
占
め

て
い
ま
す
。
次
が
農
藁
従
串
者
で
．
五

四
名
、
卸
小
売
業
が
一
八
名
、
サ
〕

ビ
ス
業
が
一
五
名
、
建
設
棊
七
名
の

順
に
な
っ
て
い
ま
す
。
県
外
就
職
者

は
一
二
三
名
肇
．
就
職
者
数
の
三
二
％

を
占
め
、
東
京
方
．
．
面
が
一
番
多
く
五

九
名
で
全
体
の
約
半
分
を
占
め
て
い

ま
す
．
次
が
愛
知
、
三
重
、
千
葉
と

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
調
べ
に

よ
っ
て
年
女
大
都
．
雨
に
集
中
す
る
順

向
が
著
し
く
現
わ
れ
て
き
て
い
ま

す
．

llパ1ン）“㌢・後の　il、況

二
つ
の
歴
史
資
料
を
刑
行

　
　
　
　
市
教
委
が
一

　
十
日
町
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育

課
で
は
こ
の
ほ
ど
「
十
日
町
組
地
誌

密
上
帳
」
と
「
小
坂
遺
跡
調
査
報
告

書
」
の
二
つ
の
著
書
を
刊
行
し
一
般

に
も
頒
布
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
『
十
円
町
組
伽
誌
書
上
帳
」
は

今
か
ら
ご
五
〇
年
前
十
日
町
組
五
十

九
の
村
が
地
誌
書
上
帳
を
作
製
し
、

会
灘
藩
に
提
出
し
た
と
い
う
も
の
で

r1

農
薬
使
用
に
注
意
し
ょ
う

　
　
　
ス
ト
レ
プ
ト
マ
イ
シ
ン
剤

　
最
近
射
風
薬
の
便
用
量
が
増
え
る
と

共
に
各
種
の
が
薬
害
が
問
題
と
な
っ

て
お
り
ま
す
．

　
便
用
万
法
や
販
扱
い
の
誤
り
に
よ

（
て
は
人
命
に
か
か
わ
る
問
題
も
お

こ
っ
て
き
ま
す
か
ら
便
用
時
は
も
ち

ろ
ん
、
家
庭
内
に
お
い
て
も
十
分
注

意
し
て
あ
や
ま
ち
の
な
い
よ
う
に
お

願
い
し
ま
す
。
こ
の
た
び
も
東
京
市

場
に
お
い
て
野
菜
に
農
薬
抗
牛
物
質

ス
ト
レ
ブ
ト
マ
イ
シ
ン
剤
が
付
蓄
し

て
い
る
こ
と
が
発
見
さ
れ
、
食
品
衛

生
上
間
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
野

菜
等
に
よ
り
常
時
ス
ト
レ
プ
ト
マ
イ

般
に
も
頒
布

原
反
そ
の
ま
ま
の
貴
重
な
刊
行
吻
《
．
㌧

あ
り
、
B
5
版
＝
一
〇
百
に
わ
た
る

歴
奥
資
料
で
頒
仙
は
二
〇
〇
円
。
巫

「
小
坂
遺
跡
調
査
報
告
轡
」
は
立
教

大
学
中
川
助
教
授
を
は
じ
め
．
そ
の

他
関
係
者
五
名
に
よ
る
執
筆
．
外
、
頒
価

は
四
〇
〇
円
で
す
。
入
用
ご
希
望
者

は
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
ま
で

お
申
し
込
み
下
さ
い
．

シ
ン
が
八
体
に
入
っ
た
場
合
は
病
気

に
な
つ
た
時
に
ス
ト
レ
プ
ト
マ
イ
シ

ン
等
を
使
用
し
て
も
そ
の
効
果
が
少

な
く
た
り
ま
す
．
従
っ
て
ス
ト
レ
プ

ト
マ
イ
シ
ン
等
の
抗
牛
物
質
が
食
品

中
に
含
有
さ
れ
る
こ
と
は
食
品
衛
生

法
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
て
お
り
ま
せ

ん
。
市
販
さ
れ
て
い
る
こ
れ
ら
の
薬

品
に
は
武
田
マ
イ
シ
ン
、
ヒ
ト
マ
イ

シ
ン
、
ア
グ
リ
マ
イ
シ
ン
等
が
あ

り
、
十
日
町
市
に
お
い
て
は
現
任
ほ

と
ん
ど
使
用
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
が

　
（
川
西
で
コ
ン
ニ
ャ
ク
便
用
）
こ
れ

ら
抗
生
物
質
を
使
用
の
場
合
は
指
導

機
関
や
保
健
所
等
の
指
導
に
も
と
す

い
て
、
正
し
い
使
用
を
行
い
八
畜
、

作
物
の
被
害
を
末
然
に
防
ぐ
よ
う
皆

さ
ん
の
努
力
を
お
題
い
し
ま
す
。

　
・
4
）
サ
ー

所
得
税
第
一
期
の
納

税
は
七
月
末
ま
で

…
…
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＝
…
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甲
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＝
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≡
≡
口
…
顧
≡
…
…
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一
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≡
…
≡
…
陶
≡
＝
≡
＝
…
≡
…
一
…
≡
…
…
＝
一
≡
一
＝
≡
≡
…
…
一
一
一
≡
…
＝
≡
≡
…
一
＝
…
…
≡
＝
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≡
＝
≡
…
一
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≡
一
…
＝
…
…
…
…
一
…
一
…
…
＝
…
≡
一
＝
…

　
の

貧
　
　
　
◎雑

　
私
共
の
学
校
ば
一
，
石
仏
」
、
で
有
名

な
鉢
剖
落
に
あ
っ
て
、
中
手
、
鉢
の

両
部
落
の
小
、
中
学
牛
．
を
収
容
し
て

お
る
の
で
す
が
、
外
へ
出
て
は
む
し

ろ
鉢
の
学
校
の
方
が
通
り
が
よ
い
よ

う
で
す
．
特
に
．
電
詰
の
と
き
頁
田
小

学
校
と
い
っ
て
も
仲
六
通
じ
な
い
の

で
、
鉢
の
学
校
と
い
う
と
直
に
通
じ

る
有
様
盃
す
。

　
小
学
生
は
一
四
一
名
で
、
各
学
年

共
一
学
級
編
成
で
六
学
級
。
中
学
は

吉
田
中
学
校
真
出
分
校
と
し
て
併
置

さ
れ
て
六
九
名
、
こ
れ
も
各
学
年
一

学
級
編
成
で
小
、
中
併
せ
て
九
堂
級

教
職
一
二
名
と
い
う
組
織
で
す
．

こ
れ
に
対
し
て
校
舎
は
普
通
教
餐
九

特
別
教
室
と
し
て
音
楽
室
、
礼
法
室

の
二
、
屋
内
運
動
場
は
小
学
校
用
一

〇
・
九
x
一
八
・
二
厨
、
中
学
校
用

と
し
て
一
〇
σ
九
り
二
二
・
七
麿
・
．
」

二
つ
あ
り
ま
す
．

　
特
別
教
室
の
不
足
は
奪
後
に
か
け

ら
れ
た
課
題
と
思
い
ま
す
。

　
図
密
塞
、
理
科
室
、
工
作
塞
．
衛

牛
筆
は
教
育
課
程
実
施
に
は
是
非
必

要
で
あ
り
ま
す
。

　
運
動
場
が
二
つ
あ
る
と
い
う
事
は

小
、
中
併
置
校
で
は
大
変
都
合
の
よ

い
事
．
で
、
あ
の
小
さ
な
小
学
校
低
学

年
と
大
八
に
負
け
な
い
体
格
の
中
学

生
が
同
一
場
所
で
遊
ぶ
串
は
、
お
互

い
に
伸
び
僻
び
と
運
動
が
出
来
す
、

特
に
小
学
生
は
隅
の
方
に
小
さ
く
な

っ
て
い
る
か
、
廊
下
や
教
室
で
遊
ぶ

よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
又
、

朝
会
の
と
き
小
学
生
に
わ
か
り
易
く

す
れ
ば
中
学
生
は
馬
鹿
ら
し
く
な
り

交
中
学
生
瓜
位
に
す
れ
ば
小
学
校
の

一
、
二
年
は
何
だ
か
さ
っ
ば
り
解
ら

な
い
育
様
で
す
．

　
こ
う
し
た
問
題
を
解
決
す
る
に
は

小
さ
く
と
も
二
つ
の
運
動
場
が
必
要

で
あ
り
ま
す
．
昭
和
三
十
年
、
中
学

校
運
動
場
を
．
建
て
＼
い
た
捨
い
て
大

変
好
都
合
に
な
り
ま
し
た
。

　
特
別
教
室
の
不
足
か
ら
中
学
校
運

動
場
は
時
六
工
作
室
や
理
化
実
験
室

に
早
変
り
し
ま
す
。

　
児
竃
数
の
関
係
で
一
学
級
当
り
の

八
数
の
少
い
こ
と
は
、
午
供
達
に
と

っ
て
も
先
生
方
に
と
っ
て
も
大
変
出

ば
し
い
ご
と
で
、
一
番
多
い
級
が
三

四
名
、
少
い
級
．
は
一
八
名
で
す
。
そ

れ
だ
け
に
個
別
指
尊
も
出
来
ま
す
し

ど
の
午
と
も
八
間
的
つ
な
が
り
が
深

く
な
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
か
担
任
の

先
生
と
非
常
に
親
し
み
を
持
う
て
い

ま
す
し
、
営
力
の
点
に
お
い
て
も
お

小
、
中
一

牛
．
活
指
導
こ
そ
小
中
併
概
校

の
刈
点
で
あ
り
ま
し
て
指
導
万
針
が

一
本
に
な
り
校
内
牛
活
の
延
長
の
感

が
待
て
ま
す
。
小
単
梼
四
薙
以
上
が

通
路
浩
掃
を
月
二
回
朝
早
く
か
ら
喜

六
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
．
契
火
の

用
心
の
夜
回
り
も
中
学
生
が
主
で
あ

り
ま
す
が
根
気
よ
く
十
年
余
就
け
て

い
ま
す
。

　
小
中
併
置
校
で
は
と
か
ぐ
中
学
は

中
学
、
小
学
は
小
学
と
独
自
性
に
閉

体
・
目
標

「
鉢
の
学

客
様
的
な
平
供
が
殆
ん
ど
な
い
こ
と

を
喜
ん
で
い
ま
す
。

　
小
、
中
併
置
校
の
欠
点
と
し
て
小

学
校
高
学
年
に
目
モ
的
精
神
の
欠
除

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
が
、
ど
う
し
て
も

中
学
生
が
各
都
の
中
心
に
な
っ
て
中

学
生
に
頼
り
勝
ち
で
す
。
こ
う
し
た

点
少
年
団
組
織
に
配
慮
を
加
え
小
学

生
も
充
分
企
画
出
来
る
様
に
し
て
何

と
か
し
て
此
の
欠
点
を
少
く
し
た
い

と
努
力
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
校
」

じ
こ
も
り
勝
で
す
が
其
の
点
私
共
の

学
校
で
は
い
つ
も
地
域
の
午
供
育
成

と
い
う
∬
場
で
職
員
も
午
供
も
一
体

と
な
り
一
つ
の
単
校
と
し
て
ま
と
ま

っ
て
い
ま
す
。
備
品
消
粍
品
の
購
入

で
さ
え
お
互
に
話
し
合
い
の
上
一
校

運
営
の
立
場
で
購
入
し
て
い
ま
す
◎

比
の
点
中
学
本
校
の
校
長
先
牛
の
御

理
解
の
賜
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
教

育
目
標
設
定
に
つ
い
て
も
当
校
の
小

中
合
同
呂
標
を
定
め
て
お
互
同
一
万

向
へ
》
．
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
山
の
申
の
子
供
は
純
朴
、
素
直
定

す
が
反
．
面
積
極
性
に
欠
け
粗
野
の
点

が
多
い
の
で
あ
り
ま
す
。
私
共
の
所

は
卒
業
す
る
と
殆
ど
他
へ
就
職
す
る

状
況
廼
家
に
残
る
僅
か
な
人
達
も
夏

は
家
で
農
業
し
て
い
ま
す
が
冬
に
な

る
と
全
部
出
稼
ぎ
に
出
る
有
搬
で

す
。

　
そ
れ
で
何
た
一
か
し
て
種
極
性
を
養

い
且
つ
明
る
い
態
度
で
応
対
出
来
る

産
業
八
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
こ
う
し

た
面
の
教
育
目
標
を
設
定
し
て
毎
日

精
進
し
て
居
ま
す
．

　
更
に
山
の
中
の
午
供
は
実
力
を
待

ち
な
が
ら
劣
等
感
を
持
ち
兎
角
卑
屈

に
な
り
が
ち
で
あ
り
ま
す
の
廷
何
と

か
し
て
こ
の
点
を
改
め
さ
せ
た
い
と

努
力
し
て
い
ま
す
。
出
来
る
だ
け
他

と
の
接
触
を
持
た
せ
る
た
め
中
学
本

校
に
お
願
い
し
て
対
抗
試
合
の
際
は

予
選
に
参
加
さ
せ
て
も
ら
っ
て
実
力

あ
る
者
は
試
合
に
出
し
て
も
ら
う
と

か
北
陸
轡
道
会
に
参
加
さ
せ
て
進
紋

審
査
を
受
け
さ
せ
た
り
し
て
い
ま

す
．
現
任
中
学
牛
の
中
に
は
一
、
二

級
の
も
の
も
数
人
出
て
い
ま
す
．
契

義
学
校
備
品
に
も
此
の
学
校
と
し
て
は

一
寸
贅
沢
と
思
わ
れ
る
も
の
も
購
入

さ
せ
て
も
ら
っ
て
子
供
達
を
励
ま
し

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
グ
ラ
ン
ド
ビ
ア
ノ
次
入
れ

て
も
ら
っ
た
り
、
テ
レ
ビ
も
地
勢
の

関
係
で
ア
ン
テ
ナ
に
冬
、
額
の
費
用
が

か
か
っ
て
も
学
区
か
ら
お
骨
折
り
願

　
　
　
　
　
　
　
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
何
所
の
学
区

　
　
　
　
　
　
　
の
方
も
目
分
達

　
　
　
　
　
　
　
の
学
校
の
庶
識

　
　
　
　
　
　
　
が
強
い
の
で
す

　
　
　
　
　
　
　
が
特
に
私
此
ハ
の

　
　
　
　
　
　
　
学
区
の
方
は
こ

　
　
　
　
　
　
　
の
考
え
が
強
く

　
　
　
　
　
　
　
職
藁
の
関
係
上

　
　
　
　
　
　
　
毎
臼
の
午
供
達

　
　
　
　
　
　
　
の
勉
強
を
み
て

　
　
　
　
　
　
、
『
下
さ
る
方
は
少

　
　
　
　
　
　
・
い
よ
い
で
、
す
が

　
　
　
　
　
　
　
い
ざ
学
校
の
事

　
　
　
　
　
　
　
と
な
る
と
非
常

　
　
　
　
　
　
　
な
熱
意
や
御
協

　
　
　
　
　
　
　
力
御
麦
援
下
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
っ
て
い
ま
す
。

私
共
の
学
校
を
紹
介
す
る
上
に
忘
れ

て
な
ら
な
い
事
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
学
区
の
方
六
の
御
熱
意
に
応

え
ね
ば
な
ら
な
い
と
一
人
一
人
の
職

員
は
二
一
〇
人
の
子
供
達
と
真
剣
に

販
り
組
ん
で
毎
日
精
進
し
て
い
ま

す
。

　
　
【
写
真
は
真
田
小
学
校
】

霧
・


